
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筑紫野市 山口校区 

地域コミュニティ学習会 ニュース  第２号 

校区の現状（魅力と課題）を洗い出しました 

発行：平成 25 年 11 月           山口校区区長会 

筑紫野市市民生活部市民協働推進課 

第 2 回学習会を 11 月 11 日（月）に開催し、77 人の方々が参加しました。 

第 2 回の学習会からはワークショップ（参加型会議）で行い、参加者同士の話し合いの場を

つくることを重視しました。 

これからの校区について考えるために、「現状を共有する」をテーマに、まずは、どのよう

な現状にあるのかを話し合いました。 

10 のグループに分かれての話し合いは大いに賑わい、参加者からは「他地区の方の話を聞

く事ができた」「地域についてじっくり考える機会となった」「自分の意見や考えが言えた」と

のご意見を頂きました。 

第３回 コミュニティづくり学習会のお知らせ 

第３回の学習会は、山口校区の「まちづくりの目標」をテーマに、みんなでこれからの山口校区につい

て話し合います。多くの方々の参加をお待ちしております。 

日時：12 月 18 日（水）19：00～ 2 時間程度 

場所：山口コミュニティセンター 大研修室 

問い合せ先：市民協働推進課 地域コミュニティ担当 （092－923－1111 内線 211・212） 

山口コミュニティセンター       （092－922－2551） 

第 2 回学習会（ワークショップ）は？ グループ内の話し合いは？ 

第 2 回学習会 参加者アンケートの結果（抜粋） 

地域コミュニティについて（抜粋） 

 

 

①取り組みの周知と理解 

②地域の現状の共有 

③まちづくりの目標づくり 

④目標を実現する活動と体制 

 

 

学習会の論点を整理す

る 

学習会 企画会議 

 

 

コミュニティ組織の体

制や規約を検討する  

これからの予定 

設立準備会 

報告会 

話し合いで気づかれたことは？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

魅力 現状 問題 

自然がいっぱい 

・四季が美しい 

・九千部山、山口川、田んぼ 

・ホタル、カワセミなど 

・空気、水がおいしい 

・米、生姜 

・総合公園 

自然環境 

 

自然環境 

・川の汚れ 

・産廃処分場 

・害獣（サル、イノシシなど） 

歴史がある 

・神社 

歴史  

自然災害が少ない 防災 

 

自然災害の懸念 

・河川の増水、土砂災害 

・災害への対応    

 交通安全 道路の安全 

・通学路が危険 

・道路が狭い、歩道がない 

・交通量が多い 

・抜け道、土日の交通渋滞（イオン周辺） 

素直で元気な子ども達 

地域での見守り 

子ども 子どもが少ない 

子どもの遊び 

・遊び場、自然とふれあう機会 

 高齢者 進む高齢化 

・高齢者の増加 

・独居老人の増加 

・買い物難民（交通、坂）の増加 

人柄が良い 

・人がやさしい、あたたかい 

・人が素朴、子どもが素直 

人とのつながりがある 

・近所づきあいがある 

・人の絆がある 

・地域の輪がある、まとまりがある 

地域の 

つながり 

地域活動の停滞 

・婦人会や老人クラブが消滅 

・役員の高齢化 

・若い世代の協力 

・若い世代の集いの場がない 

交通が便利 

・高速インターに近い 

・西鉄電車、ＪＲの駅に近い 

交通 

道路 

交通の不備 

・バス便数の不足 

・コミュニティバスの導入 

生活に便利 

・買い物に便利（イオン） 

・小学校、コミュニティセンター 

 

利便施設 生活利便施設の不足 

・身近な店が少ない 

・病院、小学校が遠い 

■山口校区を思い起こそう 

山口校区の地図を使って、小学校や主な公共・公

益施設、主要な道路、河川・ため池などの場所を、

みんなで分担して着色しました。 

参加者が頭を寄せ合いながら、校区全体を改めて

見ると、自然の豊かさ、校区の広がり、道路や川が

どこを通っているかなど、実感していることとはま

た違う視点で山口校区の状況を再発見することが

できました。 

■山口校区の魅力と問題を洗い出そう 

地図を使って山口校区の状況を思い起こした後に、校区の魅力「いいところや自慢でき

ること」や問題「気になることや困っていること」について、参加者それぞれが１人３つ

ずつ考え、付せん紙に書き出しました。 

その内容をグループのメンバーの方々に伝え合い、同じような内容の付せん紙をまとめ

ながら、山口校区の魅力と問題を整理していきました。 

共通することや改めて気づくことなど、山口校区の現状について、みんなで共有できま

した。 

各班の話し合いのまとめを紹介します 山口校区の魅力と問題は？ 


